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目的

子育て住宅評価基準を設定
し、 安全な住宅を普及

　家庭内事故の多くは、製品の不具合、
不適切な設置場所、見通しの悪い空間
等の様々な要因が複雑に重なりあった
時に発生しやすい。つまり、家庭内事
故の予防には、１つ１つの製品だけで
なく、その製品に関わる住まい全体や
社会全体をきちんと見直す必要があ
る。このプロジェクトは、１つ１つの
家庭内事故と生活スタイル・住空間を
照らし合わせ、その因果関係をきちん
と調査する事が第一の目的である。
　そしてこの調査結果をもとに、子育
て住宅評価基準を設定し、良質で安全

な子育て住宅の普及に努めていきた
い。評価基準により子育て住宅市場全
体のレベルアップを目指し、子育てし
やすい住まいを社会全体に広めること
が最終の目的である。
　又、家庭内事故予防の為に安全・安
心に偏るのではなく、子どもの知性・
感性育成の考えも取り入れ、体や頭脳
や心が健全な子どもの育成を進めるこ
とも重要だと考えている。安全・安心
の視点と子どもの健全な発育の視点の
両方を取り入れた住まいづくりを行う
為にも、家庭内事故が起こる背景の研
究が必要であり、その為のデータ収集
を広く行っていきたいと考えている。

実施方法

インターネット、 家庭訪問で
生活を調査

　住宅販売実績調査については、住宅
市場、賃貸住宅の規格型子育て住宅の
分析を行った。
　ミサワホームの顧客情報管理システ
ム及び部品発注情報管理システムを用
いて、住宅市場規模、住宅のサイズ、
間取りプランの分析を行った。具体的
には、以下のデータを用いた。

　子どもを持つ家庭の生活調査につい
ては、以下の 2 点を調査・実施する。

　インターネットを利用した定量調査
を 2 回実施する。1 回目の調査では、
全体像を把握するために、幅広い範
囲での質問項目を作成する。2 回目で
は、1 回目の回答を参考に、深堀すべ
きテーマを追跡し調査する。
　全国重要都市にて 100 名のデータ
を目標とする。また、自由意見も収集
し定性的な要素も加えて実施する。

意識調査(1) 

生活不具合 MAP 作成(2) 

持家住宅に関しては、ミサワホーム企画型・ 
子育て住宅「SMAART STYLE O」（(0(0
年4月～(0月の販売棟数より算出（北海道、
沖縄除く全国））のデータを用いて分析し
た。

賃貸住宅に関しては、ミサワホームアパー・ 
ト型住宅「Belle Lead Cassiya」（(007 年
( 月～ (009 年 ( 月の販売棟数より算出

（北海道、沖縄除く全国））及びミサワホー
ムアパート型住宅「Belle Lead SELECT」

（(0(0 年 ( 月～ (0 月の販売棟数より算出
（北海道、沖縄除く全国））のデータを用い
て分析した。

　インターネット回答者の中から子ど
もを持つ家庭を訪問し、レポート調査
を実施する。間取りや家具配置の詳細



　
住宅市場規模、住宅のサイズ、ともに
縮小化している。少子化による家族人
数の減少や価値観の変化により、住宅
購入意欲が減少し、身の丈にあった生
活を求めるようになってきている。　
昔は子どものために庭付き一戸建てを
建てたいという思いがあったが、最近
は割り切った考えのもと、狭い賃貸住
宅・庭のない都心の狭小住宅・高層マ
ンション等で子育てをしている夫婦が
増えている。

市場における「建築費」と「延床面積」は、共に年々縮小傾向。( フラット (5 データ）

「新築 - 持家」市場における「延床面積」で、主要メーカーを見ても、全体的に縮小傾向。

～ (008 年度　確認申請実績より

住宅全体にダウンジング化(1) 

賃貸住宅の広さは持家住宅の (/((2) 空間に連続性がある間取りを選好

空間の連続性＝子どもの気配が伝わる安心感＝家庭内事故予防への期待

　規格型子育て住宅を分析した結
果、販売棟数ランキング表上位３
位までは和室⇔ＬＤ⇔キッチン⇔
洗面がつながっているプランであ
ることがわかった。つまり子育て
世代は、空間に連続性があり、ど
こにいても子どもの気配が伝わる
ような、安心感のある住まいを求
めていると考えられる。間取りの
工夫で本当に安心感が得られるの

順位 プラン名 和室⇔ＬＤ連続 キッチン⇔洗面連続

1位 プランA ● ●

2位 プランB ● ●

3位 プランC ● ●

3位 プランD × ●

5位 プランE ● ×

6位 プランF ● ×

7位 プランG × ●

7位 プランH ● ×

9位 プランI ● ×

10位 プランJ ● ●

■販売棟数ランキング表

ミサワホーム（株）「SMAART STYLE　O」の販売実績より（(0(0
年 4 月～ (0 月）

と生活の中の不具合を生活地図上に表
示した MAP を作成する。

結果 ・考察

住宅全体にダウンサイジング
化が進行するなど

都心部に多いアパート賃貸、都市(3) 
近郊や郊外に多い戸健賃貸

　賃貸住宅の平均延床面積は、持家住
宅の平均延床面積の 2/3 である。家
で過ごす時間が長い乳幼児は、持家よ
り賃貸住宅に住んでいる方が、狭い空
間の中に長時間閉じ込められている可
能性があると言える。

　アパートタイプの賃貸住宅は東京や
神奈川などの都心部に集中し、戸建タ
イプの賃貸住宅は都市近郊や郊外に集
中している。都心と郊外では、賃貸住
宅のタイプにも違いがあり、この違い
が子育て環境の格差にもつながってい
ると考えられる。

か、家庭内事故予防へとつながる
のか、等はこれから検証する必要
がある。

【( 位】プラン A　和室⇔ＬＤ⇔キッチン⇔洗面が連続した間取り



安全性設置場所設置高さわざと倒す加湿器子供寝室52

安定性設置場所設置高さ倒しそうで怖い、テレビボードに乗っかる液晶テレビ子供リビング51

デザイン操作性設置高さおもちゃにして遊ぶ、高いところにしまうリモコン子供リビング50

操作性設置場所設置高さＣＤのボタンを押して何度も開閉するＰＣ子供書斎49

操作性設置場所設置高さ手の届かない高さでも椅子を持ってきて遊ぶ電話機子供ダイニング48

操作性ロック機能設置場所使用する時以外は収納しておくので安全トースター子供台所47

操作性ロック機能設置場所高めの位置で子供のいたずらはない。オーブンレンジ子供台所46

操作性ロック機能設置場所使用中はチャイルドロック効果無しガスコンロ子供台所45

施工方法時計の種類賃貸（ビス留め禁止）釘打を禁止され、時計を引っ掛けられない時計全世代リビング44

機構（危険）形状設置場所何度も指を挟むキャビネット子供リビング43

デザイン操作性設置高さインターホンをおもちゃにして遊ぶインターホン子供ダイニング42

設置場所形状（危険）設置高さ手摺下部で頭をよくぶつける手摺子供トイレ41

生活習慣クッション材建具設計折戸の真ん中に手や指を挟む折戸子供収納40

ロック機能収納方法動線計画台所に来て包丁を取り出す包丁子供台所38

クッション材デザイン建具設計重いので、挟んだ場合は大怪我玄関ドア子供玄関37

Ｃ

デザイン設置場所設置高さビデオデッキの中におもちゃを入れるオーディオ幼児リビング36

操作性設置場所設置高さ机によじ登って触ろうとするＰＣ子供書斎35

形状（登れる）鍵の位置設置場所室外機の上に登る室外機子供バルコニー34

操作性デザイン設置高さ椅子に乗ってでも取ろうとする、誤操作リモコン子供リビング33

操作性ロック機能設置場所開け放したままになっている冷蔵庫子供キッチン32

設置場所形状（不安定）賃貸（ビス留め禁止）姿見が固定していないのでよく倒れる姿見の鏡全世代廊下31

設置場所形状（不安定）家具選びパーテーションが倒れたパーテーション全世代リビング30

設置場所機構（危険）家具選び端部に子供が乗りくひっくり返るローテーブル子供リビング29

収納場所機構（危険）使用場所折りたたみの脚に指を挟んで流血アイロン台子供リビング28

設置場所性能デザイン後ろ向きに座り前のめりに転倒椅子子供リビング27

操作性ロック機能設置場所・動線計画元栓を締めていたずら防止ガスコンロ幼児・子供台所26

施工方法性能（安全性）収納（据付収納不足）つっぱり収納が落下つっぱり収納全世代玄関25

二重ロック生活習慣建具（高さ・操作性）内部から鍵をかけられ外に締め出しサッシ錠幼児バルコニー24

施工方法時計の種類賃貸（ビス留め禁止）粘着テープ付フックがはがれ時計が落下時計全世代リビング23

設備性能生活習慣温度設定一時的に高温のお湯が出る給湯全世代浴室22

形状・性能生活習慣浴槽の素材浴槽の縁から滑って浴槽に転落浴槽子供浴室21

注意不足設置場所生活習慣檻に手をかけて手を噛まれたペット（犬）幼児リビング20

注意不足収納方法生活習慣誤食ペットの餌幼児リビング19

注意不足収納方法生活習慣誤飲灰皿幼児リビング18

生活習慣クッション材建具設計指詰め襖全世代居間17

生活習慣クッション材建具設計折戸の真ん中で指や手を挟む折戸全世代収納16

ロック機能収納方法動線計画包丁を取り出そうとする包丁幼児・子供台所15

Ｂ

ロック機能家電設計設備計画スイッチをいじって誤操作ファンヒーター幼児リビング14

ロック機能家電レイアウト家電設計指を挟んだり扉に頭をぶつける冷蔵庫幼児ダイニング13

コンセント位置家電設計収納計画設置スペースが足りないキッチン家電全世代台所12

ロック機能家電設計設置高さ外に会話が筒抜けインターホン幼児・子供ダイニング11

コンセント位置収納計画家具レイアウトＤＶＤデッキや配線等をいじるＴＶボード等幼児リビング10

ロック機能コンセント種類家電設計コード巻き取りでの怪我が心配掃除機幼児ダイニング9

窓の位置換気設計家電設計使用時の排気による健康被害掃除機幼児ダイニング8

ベッドの種類床材家具レイアウトベッドからの転落ベッド幼児寝室7

家具種類家具レイアウト収納計画背の高い本棚やラックの転倒本棚・ラック全世代居間・リビング6

キッチン設計ガード有無動線計画キッチンに幼児が侵入台所幼児・子供台所5

物が多い家具設計見通しが悪いＬＤＫ椅子のキャスターで幼児の手を轢く椅子幼児書斎4

狭い家具設計見通しが悪いＬＤＫ机天板裏面の補強桟に頭をぶつける机幼児・子供書斎3

廊下の幅建具設計動線計画外開きのドアによる建具と人の衝突・干渉建具全世代トイレ2

狭い床材設計ミス段差でのつまずき段差全世代洗面所1

Ａ

要因３要因２要因１

複合要因
内容起因物対象発生場所No.
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施工方法時計の種類賃貸（ビス留め禁止）釘打を禁止され、時計を引っ掛けられない時計全世代リビング44
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廊下の幅建具設計動線計画外開きのドアによる建具と人の衝突・干渉建具全世代トイレ2
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Ａ

要因３要因２要因１

複合要因
内容起因物対象発生場所No.

リモコン・インターホン

建具指詰め

台所

リモコン・インターホン

建具指詰め

台所

業界の枠を超えた対応策が
必要

　住宅訪問・レポート調査から作成さ
れた「生活不具合ＭＡＰ」を分析した
結果、家庭内事故は、１つの要因によっ
て起きているのではなく、様々な要因
が複合して起因となり、発生している
ことがわかった。 個々の要因を様々
な視点から分析した結果、業界の枠を
超えた多業種連携の対応策が必要であ

キッチン内で起きる家庭内事故に((( 
関する分析

建具での指詰め、手挟みに関する((( 
分析

リモコン・インターホンの設置位((( 
置・誤操作に関する分析

ることがわかった。
　調査結果の中から３物件を抽出し、
発生率の高い３項目の「家庭内事故・
不具合」の検証を行った。

■家庭内事故複合要因調査（モニターＡ・Ｂ・Ｃ）



 

お湯の出し始め、温度
が安定するまで、一旦
とても熱くなる。
最初ぬるいのは仕方な
いが、熱いのは困る。

寝る場所

和室のマットレスの
上で本人と子が眠り、
となりに夫が布団を
敷いて寝る。
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直接人には当たらなかったのは
幸いだが、床に傷が残った。
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子どもが2歳くらいの時。洗濯物を
干していたら、子どもが鍵をいじっ
て施錠してしまった。普段から落
下事故を心配して和室側のサッ
シも施錠していたので、完全に締
め出された。
異変に気付いた隣人が管理人を
呼んでくれて、合い鍵で開けても
らえたが、1時間以上ベランダに
締め出されていた。

ベランダに締め出された

自分が一足先に上がって、脱衣場にいたとき、
子どもが浴槽のふちに立って遊んでいたようで、
滑って湯船にドボンと沈み、大泣きした。
すぐそばにいたので事故にはならなかったが、
ヒヤッとした。

浴槽のふちに子どもが立つ

給湯器から熱いお湯

子どもがキッチン
に入ってきて、気
が付けば包丁を
取り出そうとして
いてびっくりした。

包丁を取り出す

アイロン台

Ｔ
Ｖ
・

Ａ
Ｖ

子ども椅子

Ｃ
Ｄ
棚

エアコン
室外機

犬用に買ったフェンスだが、長
男が小さいときにも重宝した。
ただ、閉め忘れることも多い。

キッチンのフェンス

コンロのロック機能
それぞれのスイッチ下に付いてい
るが、面倒で使わない。こまめにガ
スの元栓を閉めるようにしている。

上の開き扉は開けら
れないが、下の引き
出しは開けられるの
で、知らないうちにお
もちゃを入れたり、引
き出しが開いたまま
になって、中身が溶
けたりした。開け放し
を通知するブザーは
ついていない。

冷蔵庫を開け放す
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やや高めの位置に
あるので、子どもが
いたずらすることは
なくてよかった。

オーブンレンジ

パン焼き器でのやけど

朝焼きあがるようにセットしていた
ら、夜に音がうるさいので、ソファ
に乗せて使っていた。すると朝、
子どもがふた上部を触って軽いや
けどをした。普段はオーブンレン
ジの下の棚にしまってあり、使うと
きはダイニングテーブルに出す。

加湿器

ガスレンジのロック機能

使わないときはロックするように
しているものの、結局ガスレンジ
使用中に子どももやってくるの
で 、 あ ま り 意 味 が な い 。

調理中に子どももキッ
チンに来て、開き戸を
勝手に開ける。包丁も
入っているので、下の
子が小さいころは、
ロックをつけていた。

包丁を出す

キッチンで起こる家庭内事故の他業種連携対応策例 (例 
複合要因調査• 

複合要因分析• 

他業種連携の対応策例• 

子ども用のガードフェンスが・ 
キッチンに設置できない。

刃物の収納場所が不適切。・ 
収納スペースが足りない。考・ 
慮されていない。

家電が子供の手の届く高さに・ 
ある。

子供が侵入しやすい平面計画・ 
になっている。　　　　　
　　　　⇒要因①「プラン」

収納家具を追加するスペースのゆとりが事前に考慮されていない。　　⇒要因②「収納」・ 
ラック高さが低く、幼児の手の届く位置に家電がくる。　　　　　　　⇒要因③「家具」・ 
包丁の収納位置が低く、また簡単に開閉できてしまう。　　　　　　　⇒要因④「キッチン」・ 
ガスコンロのロック機構が簡易すぎる。　　　　　　　　　　　　　　⇒要因⑤「コンロ」・ 
ガス使用中に子供が近づくのでロック機能は役立たない。　　　         ⇒要因⑥「ガードフェンス」・ 

「住宅メーカー」 「キッチンメーカー」
後からガードが取り付けられるキッチンを設計する。・ 
キッチンスペースを広く設計する。・ 
キッチンバックヤードや食品庫のスペースを確保する。・ 
後からガードフェンスを取り付けることを考慮した壁の・ 
配置とする。

「家具・家電メーカー」

包丁収納場所を幼児の手の届かない位置に変更する。・ 

複合要因調査• 

複合要因分析• 

他業種連携の対応策例• 

玄関ドアでの指詰めや手挟みの・ 
心配。（重いので重症になる可
能性大）

収納建具での指詰め、手挟み。・ 
（収納内部に入って遊んでしま
う。）

襖（引戸）での指詰め、手挟み。・ 
（重い事が多く、勢いよく閉め
るため、危険性大）

ドアを開いた時の衝突。・ 
キャビネット等の扉による指詰・ 
め、手挟み。

防音や防犯上玄関ドアは重く、風に煽られることもあり危険。　　　　　   ⇒要因①「建具性能」・ 
収納の建具は折戸が多く、手を挟む危険性が高い。　　　　　　　　　　   ⇒要因②「建具性能」・ 
アパートやマンションの場合、広さに余裕がないため廊下の幅が狭く、水廻りは廊下に面していることが多いので、・ 
ドアを開くと廊下に人がいる場合に衝突することがある。　　　　　　　  ⇒要因③「プラン」

キャビネットやＴＶボードの扉で遊んでいるうちに手や指を挟んでしまう。⇒要因④「家具配置」, 要因⑤「家具設計」・ 

動線計画をする上で、建具の開き勝手を考慮して設計する。・ 
建具の動作範囲が確保できない場合は、引戸を採用。・ 

「住宅メーカー」

「健具メーカー」 建具面材に明かり窓を設け、存在に気付けるように配慮する。・ 
指はさみ防止開閉構造付きの玄関ドアの開発。戸先側だけでなく吊元側も危険であり、ピボット・ 
ヒンジを枠内に納め、吊元側の隙間を小さくする必要がある。

キャビネットにはチャイルドロックを設置する。（標準装備が望ましい）・ 

 

冷冷

Ｃ
Ｄ
棚

マ
ッ

ト
レ
ス

（

本
人
・

長
男
）

P
C
机
・
棚

ハロゲン
ヒーター

電子レンジ

棚

お
も
ち
ゃ

棚

下
駄
箱

テーブルテーブル

洗面台 洗濯機

浴室トイレ

コンロ シンク

押入れ

犬の
サーク
ル

カ
ラ
ー

ボ
ッ

ク
ス

ラ
ッ

ク

布
団
（

夫
）

カ
ラ
ー

ボ
ッ

ク
ス

棚

炊飯器
保温ポット

折戸は、真ん中で指を挟みそう
で怖い。この前は、子どもがふ
すまで指を挟んで出血していた。

指をはさむ
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子どもががちゃがちゃ遊ん
でいるうちに、いつか挟ん
だりぶつかったりしそう。

ドアでの指詰めの心配

特に、玄関のドア
はとても重いので、
大けがしそうで不
安。前の官舎で
は、支柱側で指を
挟んだ。

子どもたちがクローゼット
に入って遊んでしまう。そ
の時に折戸の真ん中で
指を挟んでしまう。

折戸で指を挟む

家電を子どものての届かない高さにビルトイン設置で・ 
きるカップボードを開発する。

建具での指詰め、手挟みに関する家庭内事故の他業種連携対策案例 (例 



複合要因調査• 

複合要因分析• 

他業種連携の対応策例• 

幼児や子供が強い興味を示し、触りたが・ 
り、誤操作につながっている。

操作が複雑で、子供だけでなく、高齢者・ 
の誤操作も起こりうる。

インターホンの設置高さが低く、子供で・ 
も椅子に乗れば届いてしまう。　　　
　　　　　　　　⇒要因①「設置高さ」

子供の手の届くところに電話やリモコン・ 
が置いてある。　⇒要因①「設置位置」

住宅内に数多くのリモコンが散在してい・ 
る。　　　　　　⇒要因②「家電設計」

子供が触りたくなるデザイン。　　　　・ 
　　　　　　　　⇒要因②「家電設計」

ボタン操作が複雑で、幼児だけでなく高・ 
齢者も誤操作を招く。　　　　　　　
　　　　　　　　⇒要因③「家電設計」

取り付け高さを検討。ある程度の年齢になるまで届かない高さに設置できるような造り付けの棚・ 
等。

「住宅メーカー」

「家電メーカー」 散在しているリモコンを統合化し、１台でまとめてコントロールできるようにする。・ 
複雑なボタン操作を簡略化する。ボタンのサイズを大きくし、視認性、操作性を向上する。・ 
幼児や子供がおもちゃとして使いたくなるようなデザインを避ける。（過剰な装飾を避ける）・ 
インターホンやリモコンにチャイルドロック機能を設定する。・ 

 

ベッド
（夫）

ベッド
（本人･次男）

ベッド
（長男）

ベビーベッド
（熟睡中の次男）

家
電
棚
・

ご
み

箱
な
ど

本
棚

食器棚食器棚

ソ
フ
ァ

学
習
机

PCPC

和
タ
ン
ス

和
タ
ン
ス

座卓座卓

TV

冷冷

ミニテーブル

主人の趣味の
部屋＆物置

（子どもは入れない
ようにしている）

茶
タ
ン
ス

電
話
台

ダイニング
テーブル
ダイニング
テーブル

チ
ェ

ス
ト暖房

次男がすぐに受話
器を上げてしまい、
家の中の声が外に
筒抜けになってい
たことがあるので、
今は輪ゴムで止め
てしまっている。

ドアホンの誤作動

 
出かける前、覚えているうちにとエアコン切っ
たのはよかったが、リモコンをリモコン置きに
戻し忘れてしまった。いつの間にか子どもが
操作して電源が入り、外出から帰ってきたら、
部屋がひんやり。電気代がいくらかかるのか
と、心もひんやりしてしまった。
それ以外にもオンタイマーやオフタイマー、
運転切り替えなど、さまざまないたずらをさ
れた。押すと音がしたり、エアコンが反応す
のを子供は楽しんでしまう。

リモコンをいじられる
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子ども椅子

やはりリモコンが好きなのか、
わざわざ椅子に乗ってでもこ
れをとりたがる。特に危なくも
ないので、禁止もしていない。

照明のリモコンを触る
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エアコンのリモコンなどは、
ピッと音がするためおも
ちゃにしてしまうので、高
いところに上げてしまって
いる。

リモコン類を触る

電話をおもちゃに

子どもの手の届かない
ところに置いているが、
イスを持ってきて、触っ
て遊ぶ。勝手にあちこ
ちかけたり、受話器を
外したままにしたり。

加湿器

リモコン、インターホンの設置位置、誤操作に関する他業種連携対応策例 (例 

「危険の芽」 に対する不安が
強い

　インターネットを利用した定量調査
を分析した結果、収納量不足と可変性
のなさ、家具・家電の置き場所やサイ
ズが限られることへの不満が多く、「段
差・勾配・曲がる・狭い・滑る・見え
ない」などの「危険の芽」に対する不
安が強い事がわかった。 

↓収納量不足と可変性のなさ、家具・家電の置き場所やサイズが限られることへの不満が多い。

↓「段差・勾配・曲がる・狭い・滑る・見えない」などの「危険の芽」に対する不安が強い。

収納不足や不適切な家電配
置などが事故の要因

　「生活不具合ＭＡＰ」を分析した結
果、収納不足や不適切な家電配置、狭
いＬＤＫ空間、家具配置を無視した配
線計画等が家庭内事故の要因となって
いることがわかった。



造り付け収納が不足している為、生活空間はモノや家具で溢れている。移動や転倒時に様々なモノにぶつかる事が多く、家具倒壊による事・ 
故も起こりやすい。



子どもは家電製品が大好きで必ず触りたがる。家電製品全般に、設置場所・高さや使用方法・チャイルドロックの再検討が必要。住宅側で・ 
も家電の配置を考えた設計が必要。



親の目が届く範囲内で生活している為、限られた狭いスペースしか活用していない。音や気配が伝わる安心感を得る為に、住まいには空間・ 
の連続性が必要。



最初の配線計画が不十分であり、電気コードによる転倒の危険性が増している。・ 



“子ども目線ものづくり” が重
要

　調査結果の中で “ 子ども目線ものづ
くり ” の重要性を再認識する意見が多
数あった。（1）～（3）参照
　子どもの身体寸法や行動特性に配慮
した住まいづくりの為に、下記３点に
ついても調査を継続したいと考えてい
る。

子どもの手が届くサッシ錠の高さ(1) 
が、様々なトラブルの原因

　乳幼児でも簡単に手が届いてしま
う、サッシ錠の高さに対する不満が多
数あった。子どもが 1 人でバルコニー
に出ないように注意している母親は多
いが、逆に自分がバルコニーにいる時
はかえって安心してしまい、バルコ
ニーで洗濯物を干している最中に子ど
もが誤ってサッシ錠を閉めてしまい、
母親が家の中に戻れなくなるケースが
見られる。子どもの手が届かない高さ
への変更を検討する必要がある。

乳幼児の後追い時期は、ソフトク(2) 
ローズドア・引戸がかえって危険

　乳幼児の後追いの時期にはソフトク
ローズドア・引戸がかえって危険を招
くことがあることがわかった。母親が
扉を閉めたつもりで部屋の外に出る
と、後追いした乳幼児がゆっくりと閉
まる扉に手や指を挟んでしまう事例が
あった。高齢者・大人・子ども・乳幼
児には行動特性に大きな違いがあり、
ユニバーサルデザインという視点でひ
とくくりにするのではなく、年齢ごと
の違いをきちんと把握してものづくり
を行う必要があると言える。

いたずらを誘導するデザインや機(3) 
能が多い家電製品やリモコン

　子どもはボタンを押す感触や音を楽
しむ傾向がある。現在の家電製品やリ
モコンのボタンは、カラフルでわかり
やすく音が出たりして使いやすい反
面、かえって子どものいたずらを誘導
してしまうような効果もあると言え
る。使いやすさだけを追求するのでは
なく、子どものいたずら防止の視点も
取り入れた家電製品やリモコンの開発

が、母親のストレスを軽減し、子ども
の家庭内事故予防にも役立つと考えら
れる。

まとめ

業界の枠を超えた情報提供
やものづくりの仕組みが必要

親の目が届く範囲内のみが生活空間• 
となり、狭い場所に生活用品が集中
することで、かえって様々な家庭内
事故を誘発している。

収納不足解消・家具家電の適切な配• 
置（高さ）・適切な配線計画・空間
の連続性確保等による「住まい全体
の改善」によって、家庭内事故予防
が期待できる。

１つの家庭内事故を防止するには、• 
家電、家具、住宅などの多数の業界
が協力することが必要不可欠であ
る。業界の枠を超えた情報提供やも
のづくりの仕組みが必要である。

今後の展開

様々な業界と連携し、 家庭
内事故防止に取り組む

家庭内事故が起こる住宅背景に加• 
え、生活背景、家族背景、社会背景
も継続して調査を行い、様々な観点
から家庭内事故の原因を究明する。
又、その情報を公開する仕組みづく
りも行う。

家電、家具、住宅などの多数の業界• 
が協力して家庭内事故防止に取り組
むプロジェクトを立ち上げる。（例例
家電メーカーと住宅メーカーによる
安全な家電設置高さの研究）

家庭内事故防止の為に、まずは不動• 
産流通やリフォームまで含めた住ま
い全体の子育てて評価基準を設定す
る。最終的には、業界の枠を超えた
多業種連携の子育てサポートシステ
ムへと育てていきたい。


